
様式１ 

 

令和元年度 文化財防災訓練等実施状況報告 都道府県名 

岡山県 

行 事 名 称 文化財防火デー訓練 

実施期間・日時 令和２年１月２４日（金）９：００～１０：００ 

実 施 場 所 市指定 観音院本堂（岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓２７１８ 妙福寺観音院） 

主 催 者 妙福寺、瀬戸内消防署、瀬戸内市消防団、瀬戸内市教育委員会 

■実施内容 

訓練の想定 

観音院本堂に隣接する妙福寺客殿内の電気配線が短絡し、客殿縁側付近から出火し、本殿へ延焼する恐れがある

と想定。 

訓練の内容 

妙福寺住職による火災発見、通報、来客等の避難誘導を開始。関係者による消火器での初期消火の実施及び貴重

品の搬出。消防団、消防署消防隊による放水訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

妙福寺関係者   （２名）：１１９番通報、初期消火、来客等の避難誘導、貴重品の搬出 

瀬戸内市消防団 （１４名）：放水訓練、交通整理 

瀬戸内市消防署 （１６名）：全体総括、放水訓練、講評 

瀬戸内市教育委員会（１名）：現場立会 

本町地区住民  （１０名）：訓練見学 

特に工夫した点 

周辺は狭い道路であるためポンプ車が接近できないことを想定し、ホース延長による消火訓練を実施。 

問題点・課題 

境内が小高い位置にあり、周辺道路も狭く消火のための水利の確認が必要。 

高齢化に伴い関係者の減少と参集に時間がかかる。 

その他 

毎年文化財防火デーに合わせて訓練を実施することで、地元住民の防災への意識高揚と課題を確認する機会とな

る。 

訓練風景 

 
消防団、消防署による一斉放水訓練 


